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午前９時３０分開会 

○議長（小西 啓君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日はご苦労さまです。 

 ただいまから、令和元年和束町議会第３回臨時会を開会いたします。 

 町長挨拶。 

○町長（堀 忠雄君） 

 皆さん、おはようございます。 

 令和元年第３回和束町議会臨時議会をお願いいたしましたところ、議員の皆さん方

には大変お忙しい中、議員全員の皆さん方にご出席をいただきましてありがとうござ

います。 

 また、日ごろは、和束町の行政に対しまして何かとご指導、ご協力を賜っておりま

すことをこの場をこの場をかりまして厚く御礼申し上げます。 

 今回お願いいたしましたのは、契約関係の２件の議案を予定させていただいており

ます。どうか慎重な審議をいただきまして、提案どおりご承認賜りますことをよろし

くお願いいたしまして、簡単でございますが、開会に当たりましてのご挨拶とさせて

いただきます。 

 どうもご苦労さまでございます。ありがとうございます。 

○議長（小西 啓君） 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、３番、藤井淸隆議員、４番、

村山一彦議員を指名いたします。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 
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 お諮りいたします。 

 本臨時議会の会期は、本日の１日間としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本臨時会の会期は、本日の１日間と決定いたしました。 

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 議長より報告いたします。 

 監査委員より、令和元年度第６回の出納検査の結果の報告がありましたので、結果

報告の閲覧を希望の議員は事務局にてごらんください。 

 以上で、報告を終わります。 

 日程第４、議案第５２号 公共土木施設災害復旧事業「白栖別所線地すべりが起因

する道路災害復旧工事」に係る工事請負契約の変更についてを議題といたします。  

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第５２号の提案理由を申し上げます。 

 現在、工事を進めています公共土木施設災害復旧事業「白栖別所線地すべりが起因

する道路災害復旧工事」につきましては、令和元年１０月１日付消費税率改正に伴う

契約金額に変更が生じましたので、地方自治法第９６条第１項第５号の規定に基づき、

議会の議決をいただきたく提案するものであります。 

 なお、工事概要及び変更概要等詳細につきましては、担当課長より説明をさせます。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 
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 おはようございます。 

 それでは、議案第５２号について説明をさせていただきます。 

 議案書を１枚おめくりください。 

 議案第５２号 

      公共土木施設災害復旧事業「白栖別所線地すべりが起因す 

      る道路災害復旧工事」に係る工事請負契約の変更について 

 町道（北部１号）白栖別所線地すべり災害復旧工事請負契約を下記のとおり変更す

る契約を締結したいので、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議

決を求める。 

記 

 契約金額に係る部分中６,２９１万円を６,４０７万５,０００円に改める。 

                          令和元年１１月８日 提出 

                          和束町長  堀  忠 雄 

 おめくりください。 

 議長のお許しを得ておりますので、資料Ｎｏ.５２によりまして、今回の変更概要

についてご説明させていただきます。 

町道（北部１号）白栖別所線地すべり災害復旧工事変更契約の概要 

 １ 事 業 名  公共土木施設災害復旧事業 

 ２ 工 事 名  町道（北部１号）白栖別所線地すべり災害復旧工事 

 ３ 工 事 場 所  京都府相楽郡和束町大字別所地内 

 ４ 契 約 金 額  「６,２９１万円」を「６,４０７万５,０００円」に変更 

 ５ 契約の相手方  山口・吉村特定建設工事共同企業体 代表者 山口和香奈 

 ６ 契 約 の 方 法   地方自治法第２３４条の規定による一般競争 

 ７ 工 期  令和元年６月２１日から令和２年３月２０日 

 ８ 支 出 科 目  和束町一般会計 
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           （款）１０ 災害復旧費 

           （項）０２ 公共土木施設災害復旧費 

           （目）０１ 道路橋梁施設災害復旧費 

           （節）１５ 工事請負費 

でございます。 

 変更の内容については、隣のページをお目通しください。 

町道（北部１号）白栖別所線地すべり災害復旧工事変更箇所資料 

 １ 変更内容 

   消費税相当額を８％から１０％に変更 

 ２ 変更内容 

   契 約 金 額   当初 ６,２９１万円 

             （内消費税相当額４６６万円） 

             変更 ６,４０７万５,０００円 

             （内消費税相当額５８２万５,０００円） 

   契約金額増額分   １１６万５,０００円 

             （内消費税相当額１１６万５,０００円） 

でございます。 

 なお、工事につきましては、現在、現地の準備工を行っております。 

 なお、この後、杭が今月中旬に届きまして、抑止杭工、それから、その後、地下水

を下げるための排水工の工事を行いまして、来年の３月２０日をめどに工事を進めて

おります。現時点では、工事については、おくれ等はございません。 

 よろしくお願いいたします。 

 以上、議案第５２号の説明とさせていただきます。 

○議長（小西 啓君） 

 これから質疑を行います。 
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 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 若干お聞きしたいと思いますけども、今、説明では、今回、消費税の上がった分の

増額ということでの変更ですけども、工期等には変更はないということで今も説明が

あったんですけども、いわゆるこの地すべりの原因というとこでいうと、いわゆる当

時の大雨とか、そういった部分での原因というのが言われていたと思うんですけども、

この間もかなり雨量があった時期もありまして、そういった意味では、現場のほうの

状況というのも、日々そういった自然状況に左右されている分もあると思うんですが、

その辺のことも踏まえながら、今、言われたように、それでも工事には影響ないとい

うことで判断されているということでよろしいですか。 

○議長（小西 啓君） 

 建設課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答え申し上げます。 

 今の岡本議員のご質問でございます。確かに、現時点での変更はなしと判断はして

おります。 

 ただ、地すべりの原因につきましては、地下水位の上昇でございます。現時点で杭

深の位置にブロックがどれだけ動いているかというようなことについては、杭工設置

時に若干出てくるかと思われますが、現時点で業者との調整の中では、工事の施工方

法を若干前後さす中で対応できるんじゃないかという判断をしておりますので、工期

については３月２０日を目指しております。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 地元のほうではかなり工事の完成というのを心待ちにされてるという面もあります
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ので、極力、工期内に完成できるようにご努力いただきたいというふうに、これは強

く要望しておきたいと思います。 

 それで、今回、消費税の２％上がった分の増税分を今回増額されてるわけなんです

けども、やはり２％と申しましても、それでも１００万円以上の増額になるという意

味では大変大きなものだなというふうに実感をしているんですけども、この増額分の

財源的にはどういう措置になりますか。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の質問でございますけども、財源につきましては、災害復旧事業でございますの

で、災害復旧法に基づきます交付税等の算入で現時点では単費の若干の持ち出しはご

ざいますけども、財源的に見て判断をしております。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 それで、今回、５,０００万円以上の工事ということで議会に出るという意味では

っきりわかるんですけども、やはりそうじゃない工事もほかにはたくさんあるという

ふうに思うんですね。やはり財源的にわかるようなわからないような話だったんです

けども、いずれにしても、もともとは税金ですから、やはりその分を充てないといけ

ないという意味では、大変大きな支出の増になっているというふうに思うんですね。 

 そういった意味で、今回のような形で、ほかの工事についても、消費税が上がった

分、多分、補填されてきているというふうに思うんですけども、建設課として、こう

いった公共事業の工事における消費税増税の分の影響額てどの程度だというふうに想

定されていますか。 

○議長（小西 啓君） 
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 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 本日、細かい資料を手持ちで持っておりませんので、詳細な額については述べられ

ませんけども、現時点で私のほうで把握している部分でいいますと、金額的にはここ

で答える数字は持っておりませんので、お許しください。 

 ただ、工事につきましては、今年度５月以降に契約した工事からの変更になります

ので、その分の変更の２％につきましては、当初予算の段階積み上げております。  

 それ以外の部分につきましては、２月以前の発注になっておりますので、工事が終

わり次第、８％の税額を支払っておりますので、令和元年度分の工事については２％

増しの部分が生じているのが現実でございます。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 最後に町長にお聞きしておきたいんですけども、やはり増税というのはこういった

部分でも、自治体としての支出も大きくふえていきますし、財政的にも余計なと言っ

たら悪いですけども、そういった負担もふえてくると思うんですね。こういった業者

さんにとっても税負担がふえていくわけで、そういった意味でも、地域経済にとって

も大変大きな影響があると思うんですね。自治体としてもマイナスの部分というのは

大きいというように思います。 

 そういう意味で、今、増税をして１カ月以上たちますけども、そういった意味でも、

この増税というのはやはり見直していくべきだというふうに思いますし、景気にとっ

ても本当によくないと思いますので、その辺、町長として、今後、国に対しても、上

がったから仕方ないということじゃなくて、こういった状況も踏まえて、そういった

見直しも含めて要望いただきたいと思うんですけども、その辺いかがですか。  
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○議長（小西 啓君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 従来の８％から１０％に消費税率が上がるということですから、それの２％の増額、

それぞれに契約時とか消費税に対して増額されてくるというのは確かであります。 

 これも正直なところ、大きな経済動向とか消費動向、大きいものの見方の中で動い

ておるということで、非常に判断が厳しいわけでございますが、こういった大きな増

税というのは、我々消費者にとっても、また、地方公共団体にとっても大きなもので

あることには間違いないわけであります。 

 今後においては、そういった状況を見ながら慎重な考え方を持って進めてまいりた

いと、このように思っております。 

○議長（小西 啓君） 

 ほか、ありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第５２号 公共土木施設災害復旧事業「白栖別所線地すべりが起因する道路災

害復旧工事」に係る工事請負契約の変更について、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

 起立全員です。 
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 したがって、議案第５２号 公共土木施設災害復旧事業「白栖別所線地すべりが起

因する道路災害復旧工事」に係る工事請負契約の変更については、原案のとおり可決

されました。 

 日程第５ 議案第５３号 和束町簡易水道統合事業中央浄水場他緊急遮断弁等機械

電気設備更新及び施設整備工事に係る請負契約の締結についてを議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

○議長（小西 啓君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第５３号の提案理由を申し上げます。 

 令和元年１１月１日一般競争入札に付した中央浄水場他課緊急遮断弁等機器電気設

備更新及び施設整備工事について、工事契約を締結するため、地方自治法第９６条第

１項第５号の規定に基づき、議会の議決をいただきたく提案するものであります。  

 なお、工事概要につきましては担当課長より説明をさせますので、慎重審議の上、

ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、続きまして、議案第５３号について説明させていただきます。 

 議案書５３をおめくりください。 

 議案第５３号 

      和束町簡易水道統合事業中央浄水場他緊急遮断弁等機械電 

      気設備更新及び施設整備工事に係る請負契約の締結について 

 令和元年１１月１日一般競争入札に付した中央浄水場他緊急遮断弁等機械電気設備

更新及び施設整備工事について、下記のとおり請負契約を締結するため、地方自治法
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第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を求める。 

記 

 １ 事 業 名  和束町簡易水道統合事業 

 ２ 工 事 名  中央浄水場他緊急遮断弁等機械電気設備更新及び施設整備工 

           事 

 ３ 工 事 場 所  京都府相楽郡和束町全域地内 

 ４ 契 約 金 額  １億５,４８８万円 

           （内消費税相当額１,４０８万円） 

 ５ 契約の相手方  大阪市北区南森町１丁目４番１０号 

           理水化学株式会社大阪支店 

           支店長 木澤太郎 

 ６ 契 約 の 方 法  地方自治法第２３４条の規定による一般競争入札 

 ７ 工 期  議会の議決を得た日の翌目から令和２年３月３１日 

 ８ 支 出 科 目  和束町簡易水道事業特別会計 

           （款）０２ 施設費 

           （項）０１ 施設費 

           （目）０１ 施設費 

           （節）１５ 工事請負費 

                          令和元年１１月８日 提出 

                          和束町長  堀  忠 雄 

 １枚おめくりください。 

 議長のお許しを得ておりますので、資料Ｎｏ.５３及び後ろのほうに添付しており

ます図面等に基づき説明をさせていただきます。 

中央浄水場他緊急遮断弁等機械電気設備更新及び施設整備工事概要 

 １ 工事内容 
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   取水棟機械設備更新工事(中央浄水場) 

   浄水場機械設備更新工事(中央浄水場) 

   中央監視機能増設等工事(中央浄水場) 

   残留塩素計更新工事(原山加圧ポンプ所、中部配水場、城山高区配水場) 

   緊急遮断弁等更新等工事(中央浄水場、中部配水場、城山高区配水場) 

   施設整備工事(中央浄水場管理棟建築設備、各水槽外壁塗装等) 

 ２ 内訳 

   労務費等    １式  １,０８４万円 

   機器費     １式  １億１,０８６万円 

   施設整備費等  １式  １,９１０万円 

   請負率     ９６.８％ 

 ３ 入札参加業者 

 順位、業者名称、入札額で報告させていただきます。 

   落札 理水化学株式会社大阪支店  １億４,０８０万円 

 ４ 税抜予定価格    １億４,５４１万円 

 ５ 税抜最低制限価格  １億２,６７４万３,０００円 

でございます。 

 それでは、１枚めくって図面をごらんください。 

 先ほど申し上げました内容につきましては、今、お手元の資料の位置図に記載して

いる部分でございます。この部分の計器の更新及び緊急遮断弁等の設置等の工事を今

回行わせていただきます。 

 工事区間は、町内全域になっていることを確認してください。 

 取水棟の機械設備更新につきましては、取水ポンプの逆止用の電動弁の更新でござ

います。 

 浄水場機械設備更新につきましては、送水ポンプの更新、観測ろ過流出制御電動弁
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の更新、一時ろ過用のコンプレッサーの更新でございます。 

 中央監視機能増設につきましては、以前発注しました石寺モニター室の機器と本町

役場に設置します機器との遠方監視装置の構築でございます。この構築によりまして、

和束町内における配水池及び取水機器等の動きについては、全て役場もしくは中央浄

水場で監視ができるようになります。 

 それから、残留塩素計の更新でございます。原山加圧ポンプ場、中部配水場、城山

高区配水場の各残留塩素計の更新でございます。これにつきましては、浄水場から出

ました水を送っているわけでございますが、各配水池間におきまして、塩素等の管理

を確実に行っていくため設置している残留塩素計でございます。経年劣化しておりま

すので、これを更新していきたいということでございます。 

 緊急遮断弁等の更新、浄水場内中央配水池の緊急遮断弁の更新、中部配水場の緊急

遮断弁の設置、排水管一部布設がえでございます。 

 城山高区配水場の緊急遮断弁の設置でございます。これにつきましては、本管等が

震災等で破れたり、それから、劣化等で破損した場合につきましては、配水池のとこ

ろで水をとめるという遮断弁を今回設置いたします。 

 施設の整備でございます。浄水場の各水槽、中央配水池の外壁の塗装でございます。

施工以来２０年を経過しておりまして、外壁等の塗装がかなり傷んでおりまして、こ

のままの状態で置きますと雨漏り等の原因が発生することもございますので、全ての

防水の塗装をやりかえるところでございます。 

 管理棟の建設更新工事でございます。給湯装置の更新、トイレの更新、鉄扉の塗装

でございます。これも同じく、経年劣化によって傷んだところの修繕でございます。 

 １枚、２枚と現場の図面をついております。この部分の赤で表示している部分につ

きまして、今回、工事を実施させていただく予定をしております。 

 慎重審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小西 啓君） 
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 これから質疑を行います。 

 井上議員。 

○６番（井上武津男君） 

 それでは、１点質問させていただきたいと思います。 

 今回、請負率が９６.８％の割合にしては、入札社が何社ぐらいあったか、まず、

そこからお尋ねさせていただきたいと思います。 

○議長（小西 啓君） 

 建設課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今回、一般競争入札で振っておりますので、関西外の大手の業者を対象となってお

ります。入札につきましては１社のみでございました。 

○議長（小西 啓君） 

 井上議員。 

○６番（井上武津男君） 

 ただ１社しかなかったわけでございますね。それで、請負率がこれだけの高いもの

になったということなんでしょうか。 

○議長（小西 啓君） 

 建設課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 そうは考えておりません。入札につきましては、必ず入札書とそれから入札に係る

請負の仕分けをいただきます。正当な金額、妥当な金額といいますか、参考で作成し

ています和賀主幹の設計書とほぼ類似するような入札価格を入れておられますので、

適正な価格で品質の保全ができる工事と判断しております。 

○議長（小西 啓君） 

 井上議員。 
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○６番（井上武津男君） 

 できれば、やはり最低でも２社以上の業者によって入札できることが一番希望され

るもんだと私は思っております。今回１社しかなかったというのは残念なことであり

ますけれども、次からはできるだけそういう形で入札社をふやしていただくようにお

願いしたいと思います。 

 それと、遮断弁は今度新しく取りつけられたということですけれども、その遮断弁

は、いわゆる何かがあった場合、自動的に遮断されることになってしまうのか、その

点についてお聞きしたいです。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、そのとおりでございます。一気に水が流れたりした場合にどこかで本管等が

破損しているということになります。それを感じた段階で遮断弁が動くということで

ございます。 

○議長（小西 啓君） 

 井上議員。 

○６番（井上武津男君） 

 それはモニターによって中央監視場のほうからその事態を見守ってやるということ

なんでしょうかね。 

○議長（小西 啓君） 

 建設課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、そのとおりでございます。現在も大きなところは整備が終わっておりますの

で、全てうちのモニター、私の目の前にあるテレビのほうに映し出されているという

状態でございます。 
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○議長（小西 啓君） 

 井上議員。 

○６番（井上武津男君） 

 ありがとうございます。 

 そういうことで、いわゆるどんなことがあっても自動的に監視できるということは

実にありがたいことですので、これで私の質問を終わります。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 今お話がありましたように、入札の関係ですけども、いわゆる一般競争入札で１社

ということで、それでも適正な価格で品質が保全されるということで、今、説明があ

ったんですけども、ただ、やはり入札の制度の問題として、競争という以上は１社で

は競争にならないですよね。だから、その辺の一般競争入札の仕組みそのものはこれ

までの指名競争云々よりも広く当たるという点では制度的には前に行ってるとは思う

んですけども、ただ、実態として競争になってないというところが今回の入札だと思

うんですけども、もちろんこれが不適切かどうかということよりも、競争になってな

いという部分についてはどういうふうに評価されてますか。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 実際のところ、問い合わせにつきましては数社ございました。工期等も含めての考

え方の中で入札業者が１社になったということが現実でございます。 

 あくまでも情勢等を確認しながら京都府等ともいろんな今の工事請負契約等を確認

しているところからの想定ではございますが、一番大きな原因は、今回の台風２０号、
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それから台風１９号等の震災に伴う関東での緊急工事が多く出ているということで、

技術者がなかなか回せないというのが現状にあるようでございます。 

 それ以外にも、東京オリンピック等の最終段階に入っていることもありまして、今、

関西の業者が東京のほうに行っていることもかなりありまして、現在、工事は９月末

で終わったんですけれども、さきに出しました工事につきましても終わった業者は、

即、東京に戻ったというような状況にもあります。そういう状況を踏まえた中で、今

回、岡本議員の言われるように、一般競争という形になっておりますので、業者には

多く見ていただいておるんですけども、実際に投函していただけたのは１社になった

というのが現実のようでございます。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 いわゆる災害等ですね、頻発したりとか、あと、来年のオリンピックの関係とかで

業者も大変お忙しいし、技術者も大変集中しているということでこういう事態になっ

ているんではないかというね、それは状況としてはわからないこともないんですけど

も、だからといって仕組み自身が形骸化するようなことになっていたら、やはり税金

で工事をしていくわけですから、もちろん余り安かったら安かろう悪かろうになって

も困りますけども、ただ、やはり一定のそういった経費を抑えていくという意味では、

幾ら問い合わせがあったとしても、実際に競争に参加しなければ競争の原理は働かな

いわけですので、そこはいろんな状況があると思いますけども、ぜひ、その辺のこと

については検討というかですね、ちゃんとしていただけるように、競争が働くような

形で落札ができるようにしていただきたいなと思うんですけども、その辺は町長はい

かがですか。 

○議長（小西 啓君） 

 町長、答弁。 



― 20 ― 

○町長（堀 忠雄君） 

 ご案内のとおりですね、入札には指名と一般競争入札があるわけです。指名は３社

以上指名させていただくんですが、この入札そのものは入札規程に基づいて実施いた

します。入札規程の中には、入札を執行する場合には設計額が当然必要になっていま

す。しかし、設計額イコールになりません。私どもが見て、これはこれぐらいの範囲

でやってほしいと、入札する場合はあらかじめ敷札を持ちまして、その範囲内でやる

わけであります。 

 そして、一般ですので、これを公表するわけですから、どなたでも応札ができる状

態になるわけであります。だから、今回、入札規程で実際に入って入札・応札が１社

だから取りやめますよとか、そういうことにならないわけであります。 

 一般競争入札で付してわけですから、一応、敷札というのを持って付すわけですか

ら、その範囲内であれば有効と言わざるを得ないわけです。それを超えると、１社な

ければ一応それはやめにして、その入札を取りやめて、どなたかと話し合いをさせて

もらって何とか負けてもらえないか、範囲内を超えた場合はできるんですけども、範

囲内に入っておれば、それはその中で落札をせざるを得ないというのは入札規程にあ

るわけであります。 

 そういうことで、今回は多く募集してやっているわけなんですが、事情は先ほど課

長が答弁がありましたように、いろんな事情、それは業者間の事情でそうであろうと

思っておるわけです。 

 そして、結果として１社の方が来た。そして、入札を付す場合、会合して入札の札

を見て、その範囲内に入っておれば、それを落札決定と、こういう状況で執行したと

いうことで、事務的には私は適切と。 

 今、岡本議員が言われるように、本当に多くの方が参加してもらえるように、今後、

そういう環境が、これはうちよりも外部いうんですか、うちが努力して来てくれとい

うのは変な話ですけども、そういう状況であるのが先ほどもありましたように好まし
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いんですが、今後もそういう状況になるような状態に、魅力のあるような工事であっ

たらいいなとか、工事にはいろいろありますけども、今回は決められた工事で、なか

なか難しかったんてなというように思っております。 

 そういう意味で、今後とも、今、岡本議員が言われますように、経済的に１円でも

安く落札できたり契約できるように努力していく、こういう努力は必要だと思ってお

りますので、今後もそういうことで十分努めてまいりたいと、そういうことでご理解

いただきたいと、このように思います。 

 以上です。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 そこは制度の形骸化ということにならないように、ぜひ、そういう立場で認識して

いただきたいというふうに要望しておきたいと思います。 

 それでですね、工事内容について大きく六つの工事が今回やられているわけですけ

ども、内訳という点では、いわゆる工事全体の種類という部分で示していただいてい

るんですけども、この工事内容の六つの工事のそれぞれの金額というのはどの程度で

すか。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 まことに申しわけございません。そこまでの詳細の資料を、今、手に持っておりま

せんので、この六つに分けた金額についてはここでお答えすることはできません。ま

ことに申しわけございません。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 
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○８番（岡本正意君） 

 それはどういうことなんですかね。１億円を超える工事ですよね。それについてそ

れぞれの工事はそれぞれ独立しているわけですよね。実質は一つ、六つが一体だけど

もそれぞれが場所も違うし、中身も違うという工事ですよね。それの内訳がここに書

いてないにしても、聞かれたら、これはこんだけかかりますとかいうふうに答えられ

て当然じゃないんですか。それも示せないてどうやって判断するんですか。この一つ

一つが本当に適正な金額なのかということも判断できないと思うんですよ。 

 ここで、今、答えられませんと言って議決してしまったら、もう言いようがないじ

ゃないですか。そんなことも準備せずに、ふつう聞かれると思いません、それぞれ工

事が違うんだから。そんなことちゃんと答えるようにしてから提案するのが当たり前

じゃないですか。どうなんですか、その辺。 

○議長（小西 啓君） 

 ただいまより暫時休憩します。 

休憩（午前１０時０９分～午前１０時４５分） 

○議長（小西 啓君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 議員の皆様には議事を中断させましてまことに申しわけございません。 

 先ほど岡本議員からいただきました質問に対して答弁をさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

 先ほど岡本議員のほうからいただきました答弁につきましては、今回、議案に提示

しました工事内容の６カ所についての各金額は幾らかということでございます。ただ、

設計書の組み立てがそのようになっておりませんので、うちの設計書の形でご説明を

させていただきたいので、その点はご了承願いたいと思います。 
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 なお、数字につきましては、直接工事費に経費を案分した形で掛けた数字というこ

とになりますので、その点につきましても理解のほうをよろしくお願いいたします。 

 中央取水機・中央取水場機器設備更新工事につきましては７４７万７,０００円、

中央浄水場機械設備更新工事につきましては４,６５０万３,０００円、それから中央

浄水場電気設備更新中央監視機能等増設工事につきましては３,４３２万２,０００円、

原山ポンプ場残塩計更新工事につきましては２７１万円、中部配水場内配水管布設替

工事につきましては８０２万４,０００円、続きまして、中央配水池緊急遮断弁等設

置工事につきましては１,７８７万３,０００円、城山高区配水池緊急遮断弁設置工事

につきましては１,８１５万７,０００円、中央配水場内各水槽外壁等工事につきまし

ては６２７万６,０００円、中央浄水場現場管理棟改修工事につきましては３８９万

６,０００円、最後に、中央浄水場内整備工事につきましては３３万円となっており

ますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 今、先ほどの質問に答えていただいたわけですけども、こういったことというのは

基本的に難しい質問じゃないと思うんですね。当然聞かれることを想定されるべき内

容ですから、以前にもこういうことがあったと思うんですよね。内訳について明記さ

れていないということで訂正されたということもありますので、議案に対する安易さ

というのは、先ほどの対応からも大変私はすごく感じましたので、これは課長の責任

ということもありますけども、こういった議案を出すということは町長もご存じなわ

けですから、その辺、町長は今どういうご見解ですか。 

○議長（小西 啓君） 

 町長、答弁。 

○町長（堀 忠雄君） 
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 まずをもって、こうして議案の審議をいただくに当たって十分な審議をいただくた

めには、十分な資料を持って提案するというのは当然のことであります。そういう観

点から考えましたら、今回、不手際が起こったということで非常に申しわけなく思っ

ております。今後もこの議場の議員の皆さん方には十分なご審議をいただける内容の

資料に今後努めてまいりたいと、このように思いますので、ひとつおわびとご了解を

よろしくお願いいたします。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 それで、済みません、今回の工事のことなんですけども、これは確認ですけども、

今、現課で検討されております水道料金のいわゆる改定のことがありますけども、そ

の改定を根拠づけている経営戦略がありますけども、そういった中身として今回の工

事というのは予定された工事ということですか。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 答弁させていただきます。 

 そのとおりでございます。これは統合を行うことによって補助金等々の収入を多く

するということで、経営戦略を立てる以前からこの工事については計画していたもの

でございます。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 それだけに緊張感を持って提案していただきたかったし、やはりいろんな質問に関

してちゃんと答えられるようにしていただくと。必要な工事であったらどうせ通るだ
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ろうという頭があったんじゃないかというふうに思わざるを得ませんし、やはりそう

いった料金の改定にもね、何か今、笑うとこありますか。 

 そうやって笑われるようなことを、今、言ってますかね。あなたが、今、笑われま

したよね。何かニタッとされましたよね。料金の値上げに連動されてるからですか。

関係ないんですか、今の意味っていうのは。 

 そういった意味で、料金の値上げにも連動しているわけでしょう、こういった工事

をやるっていうことはお金がかかっているわけだから。そういったこととあわせても、

これが適切かどうかということはやはり大変大事な問題だというふうに思うんですよ

ね。課長にそういった認識がおありの上で今回そういう対応をされましたか。  

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 無論、その形で動いております。料金の値上げに関して今回の工事が影響するとい

うことは重々承知をしておりますし、できる限り安価で、できる限り効率のいいこと

にしていきたいというように思っておりますので、ご理解のほどよろしくお願いしま

す。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 そういった意味では、こういうような対応をされるということは本来なかったんじ

ゃないかと思いますので、重々反省していただきたいし、前にもあったわけですから、

二度とこういうことがないように、そこは三度目がないように注意していただきたい

というように思います。 

 それとですね、今回、中央監視機能の増設等の工事で石寺の水質モニターとの関係
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で増設工事が行われるということなんですけども、いわゆる前にも役場のとこでそう

いった状況が監視できるということで、それはそれで機能向上ということなのかもし

れませんけども、ただ、これはこれでやった上で、いわゆる職員によるそういった監

視というか、現場に赴いての監視というのも今も続けておられるんですね。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 今の石寺モニターの関係につきましては、現時点までは撰原の墓地のところで目視

で検査をしていた分でございます。今回、西部水源の末端が反対側の石寺の元西部の

取水場になるわけでございます。その関係で、そこに最終的な水質の管理を行うため

の計器を設置するという工事になっております。 

 岡本議員が言われるように、この工事が完了しますと和束町役場の私の前のモニタ

ー、もしくは中央浄水場のモニターで水道の末端の塩素等の確認ができると。これは

木屋地区に前回つけたものと同様のものでございます。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 私が聞いていますのは、要は、職員の方の当時の説明でもそれはつけるけども、職

員のそういった巡回であるとか、そういったものも継続するということでしたので、

二重にそういったような監視ができるということだったと思うんですけども、それは

今もそういうことでよろしいということですか。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 
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 はい、お答えさせていただきます。 

 現時点で申しますと、半田の配水池、それから撰原の加圧ポンプ場、それから今お

っしゃっておられる石寺、それから木屋の配水池、杣田の加圧、原山の加圧、小杉の

加圧、中央浄水場及び取水という形で、毎日、臨時職員が点検をしております。これ

については今後も行う予定はしております。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 それでですね、今回の工事の内容については、いわゆる施設の経年の劣化であると。

または更新という意味で必要な中身なのかもしれないんですけども、こういった形で

いろいろと投資をされて、そういう仕組みもシステムも更新して、また増設もして強

化するということがされているんですけれども、町長にお聞きしておきたいんですけ

ども、今、要は、これが将来的な投資ということになりますから、料金にも反映され

るという中身だというように先ほども言われましたよね。いわゆる２５％の値上げと

いうものの根拠になっている工事だということだと思うんですよね。そういう意味で

は、今後、せっかく投資したことが無駄にならないかというような部分で、今、京都

府のほうで水道事業について広域的に運営していくというようなビジョンが示されて、

市町村のほうとも協議しながら、そういった方向で検討されてるというふうに聞いて

いるんですけど、それはどうなんでしょうか。今は町のほうで運営されておりますけ

ども、近い将来に京都府の指導のもとで広域的な運営を行うというような、そういう

見通しというのはお持ちなんですか。 

○議長（小西 啓君） 

 町長、答弁。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 
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 ただいま質問ありますように、広域化の中の検討の一つに検討されてきているとい

うのはご案内のとおりでございますが、ただ、その一つ一つの項目には簡単にいける

問題ではないというような認識に立っております。 

 今、申されておりますように、施設そのものの統一というのはなかなか難しいと見

ています。といいますのも、制度一つが違います。京都の府営水道、そして和束町の

簡易水道、こういった水道の種類そのものも違ってまいります。そういったものは方

向として難しいのではないかと私は今のところは認識いたしております。 

 しかし、違う面での経営のあり方とかいろんな面というのは、今いろいろと可能性

もあると思いますが、今回こういった施設というのは、和束町の簡易水道事業の施設

としてとらえておりますので、この辺のところは将来一つになって、京都府下中が府

営水道になってしまうんだと、こういうことには時間が必要だろうし、今の想定の中

にはそういったものが入ってないだろうというように思っておりますので、ご心配い

ただいている点については重複しないと私は認識いたしております。 

○議長（小西 啓君） 

 岡本議員。 

○８番（岡本正意君） 

 といいますのは、要は、今、京都府のほうのそういった広域化の検討の中では、か

なりそういった方向で動いているというふうにも聞いておりますし、また、近隣でも、

いわゆる国のほうの財源的な措置の基準外の一般の繰り入れをさせないという意味で、

例えばそれをしてしまうとやっていけないと。近隣で統合してしかできないような話

も耳に挟んでいる部分もありましたので伺っているんですけども、私は何が言いたい

かというと、こうやって投資されて、こういう監視システムなんかも造成する中で一

定のお金もかけられてやっていることが、将来的に広域化になれば必ず職員の減であ

るとか、体制を減らしていくということがなければ広域のやっていく意味がないと思

うんですよね。そういう意味で、せっかく和束町として投資したことが、将来的に例
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えば民営化も含めて無駄になっていくというようなことにつながらないかという危惧

を持っているわけですので伺ったんですけども、今、町長の話では、そういったこと

では慎重な姿勢をとっておられるということですので、そこはまた議論していきたい

と思いますけども、やはりそういうことにならないように、今後ちゃんと見解を持っ

てやっていただきたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（小西 啓君） 

 ほかありませんか。 

 岡田泰正議員。 

○７番（岡田泰正君） 

 私はタイトルのほうが気になんですけども、中央浄水場他緊急という言葉を使われ

ておりますけども、この緊急という言葉は、私たちはどういうことを想定したらいい

のかというところなんです。 

 さきの台風によりまして、千葉県を中心に大変な被害が出たところでございますけ

れども、それについては住民の方には、非常にライフラインについては不便をされて

いると。そして、なおかつまだ水道も普及してないところがあるというふうにニュー

ス等では理解をしているわけなんですけれども、この緊急というものがどういうとこ

ろで私たちはそういうふうになるであろうという被害想定ですね、理解したらいいの

か、その辺についてお伺いしたいと思います。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お答えさせていただきます。 

 申しわけございません。緊急遮断弁という一つの用語でございますので、この分に

ついては緊急遮断弁という形でご理解を願いたいと思います。 
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 ただ、岡田議員のご質問に関してですけども、なぜ緊急遮断弁をつけるかといいま

すと、緊急遮断弁をつける位置につきましては、例えば、配水池の直近であったり、

浄水場の直近であったりということです。とりあえず、今、出てきている中でいいま

すと、例えば土砂災害、それから地震等々で本管が破裂した場合、そこで送水が全部

出てしまいます。その手前の配水池で水をとめてしまうというための弁でございます

ので、そういうときに緊急に動くと。弁自身の名称が緊急遮断弁という弁でございま

すので、そういうときに緊急に動かすという弁でございますので、ご理解のほどよろ

しくお願いします。 

○議長（小西 啓君） 

 岡田泰正議員。 

○７番（岡田泰正君） 

 それは理解しているんですけど、やはり大雨等々降ってきて、河川とか見ると汚

濁・増水というふうな形があらわれるんですけど、私たちはそういうところしか理解

できないんですけど、そこに対しては避難的な防災マップに基づいていろいろ町のほ

うから指示はいただけると思うんですけども、しかし、避難するにしかたて、私たち

は地震が震度７になったら遮断されるとか、土砂災害が起こり得る可能性があるとき

には遮断されるとか、そういう緊急の度合いを私たちはどのような温度差で感じたら

いいのか、難しいかわかりませんけども、大体の目安的なところをお伺いしたいなと

いうことでございます。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 緊急遮断弁の所要の緒言まで、今、手持ちに持っておらないのが現状でございます。

まことに申しわけございません。 

 ただ、今おっしゃいましたように、急に送水の量が多くなった場合と、それから耐
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震で揺れてどうしてもとめなければならない場合、特に緊急遮断弁につきましては、

急に水の流速が早くなった場合に反応するというような点でございます。というのは、

家で水を出してる状態の常時の流速を見ていますので、それが急にどこかの栓があい

た場合に、水量がどっと動くようなときにとめるというような機能を持った弁でござ

います。 

○議長（小西 啓君） 

 岡田泰正議員。 

○７番（岡田泰正君） 

 それともう１点だけお伺いしたいんですけども中央浄水場の東側なんですけど、１

カ所だけ山斜面がありますね。あそこは防災指定のハザードマップはどういう扱いに

なっていますか。 

○議長（小西 啓君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 ハザードマップ上のメッシュについては、山地なので入ってないと思っております。 

 ただ、湯船の奥山一帯につきましては、土砂防備・水源涵養・保安林等合わせて砂

防の面指定がかかっておりますので、そういう形の対策ととっていくということにな

ると思います。 

○議長（小西 啓君） 

 ほかございませんか、質問。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 
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 討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 議案第５３号 和束町簡易水道統合事業中央浄水場他緊急遮断弁等機械電気設備更

新及び施設整備工事に係る請負契約の締結について、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第５３号 和束町簡易水道統合事業中央浄水場他緊急遮断弁等機

械電気設備更新及び施設整備工事に係る請負契約の締結については、原案のとおり可

決されました。 

 日程第６、議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 会議規則第１２７条の規定により、お手元に配付の議員派遣予定表のとおり議員を

派遣することにご異議ございませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣について、お手元に配付の議員派遣予定表のとおり派遣する

ことに決定いたしました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日の会議を閉じます。 

 町長、挨拶。 

○町長（堀 忠雄君） 

 閉会に当たりまして、一言ご挨拶をさせていただきたいと思います。 

 まず、最初でございますが、この議案の説明をさせていただくに当たりまして不手

際があり、皆様方には大変ご迷惑をかけましたことを最初におわびを申し上げさせて

いただきたいと思います。 

 このことを今後の教訓としまして、議案のご審議をいただくときには十分な資料を
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持って臨んでまいりたいと、このように努めていただきますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 まずは、今回予定させていただきました議案全てにつきまして原案どおりご承認を

いただきましたことをまずをもってお礼を申し上げたいと思います。こうした事業に

ついては円滑な事業推進に向けて今後も努めてまいりたいと考えております。  

 どうか議員各位にとりましても一層のご指導とご協力を賜りますことをお願い申し

上げまして、簡単でございますが、お礼のご挨拶とさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（小西 啓君） 

 これをもちまして、令和元年度和束町議会第３回臨時会を閉会いたします。 

 本日はご苦労さまでございました。 

午前１１時０８分 散会 
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